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総会規程 

 

 

（目的） 

第１条 この規程は、一般社団法人大学 IRコンソーシアム（以下「コンソーシアム」）の定款第

１４条から第２４条の規定に基づき、社員総会の運営について必要な事項を定める。 

２ 総会に関する事項は、法令又は定款に別段の定めがある場合を除き、この規程の定めるところに

よる。 

 

（招集の手続） 

第２条 社員総会を招集する場合には、理事会の決議によって、次の事項を定める。 

（１）社員総会の日時及び場所 

（２）社員総会の目的である事項 

（３）書面によって議決権を行使することができる旨 

（４）電磁的方法によって議決権を行使することができる旨 

（５）次に掲げる事項 

ア 社員総会参考書類に記載すべき事項 

イ 書面による議決権の行使については議決権行使書面を開催日の前日までに提出すべき旨 

ウ 電磁的方法による議決権の行使については開催日の前日までになすべき旨  

（６）代理人による議決権の行使に関する事項 

 

（招集の通知） 

第３条 社員総会を招集するには、会長は、社員総会の開催日の２週間前までに、正会員に対し

て書面でその通知を発しなければならない。 

２ 前項の通知には、前条各号に掲げる事項を記載するとともに、社員総会参考書類及び議決権

行使書面、その他必要な書類を同封しなければならない。 

３ 定款第１４条第３項に規定する賛助会員及び特別会員に対しては、傍聴できる総会の日時場

所等の概要を記載した書面を、正会員に対する通知と同時期に通知する。 

４ 前各項の通知書面、書類の発出に代えて、社員の承諾を得て、電磁的方法により通知を発するこ

とができる。 

 

（定足数の確認） 

第４条 議長は、社員総会の開会に際し、事務局に出席者数を確認させ、会場に報告させなければな

らない。 

 

（開会時間の繰り下げ） 

第５条 議長は、やむを得ない事由がある場合には、開会時間を繰り下げることができる。この場

合、すでに入場している正会員代表者等に対して遅滞なく繰り下げられた時刻を通知しなければなら
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ない。 

 

（議題の付議の宣言） 

第６条 議長は、各議事に入るにあたり、その議題を付議することを宣言する。 

２ 議長は、あらかじめ招集通知に示された順序に従い議題を付議する。ただし、理由をのべてその

順序を変更することができる。 

３ 議長は、複数の議題を一括して付議することができる。 

 

（理事等の報告または説明） 

第７条 議長は、議題付議の宣告後、必要と認めるときは、理事及び監事に対しその議題に関する事

項の報告または説明を求めることができる。この場合、理事または監事は、議長の許可を得て、補助

者に報告または説明をさせることができる。 

２ 正会員代表者等が理事または監事に対し特定の事項について説明を求めるときは、議長は理事ま

たは監事に対し説明を求めなければならない。ただし、当該事項が当該社員総会の目的である事項に

関しないものである場合、またはその説明をすることが会員の共同の利益を著しく害する場合その他

正当な理由がある場合と議長が認める場合にはこの限りではない。 

３ 一般法人法第４３条の規定により会員から提案があった場合、同法第４４条の規定により議案の

提出があった場合、または第４９条第３項ただし書きにかかる議案の提出があった場合、議長はその

正会員代表者に議題の説明を求め、また、理事または監事に対してこれにかかる意見を述べさせるこ

とができる。 

 

（議題の審議） 

第８条 議題について発言するときは、議長の許可を受けなければならない。 

２ 発言の順序は、議長が決定する。 

３ 発言は、簡潔明瞭であることを要し、議長は、議事の進行上必要があると認められるときは、発

言時間を制限することができる。 

 

（議長の権限） 

第９条 議長は、社員総会の秩序を維持し、議事を整理する。 

２ 議長は、議事を円滑に進めるために必要と判断するときは、次の者に対して退場を命じることが

できる。 

（１） 出席する資格を有しない者 

（２） 議長の指示に従わない者 

（３） 社員総会の秩序を乱した者 

 

（採決） 

第１０条 議長は、議題について質疑及び討論が尽くされたと認められるときは、審議終了を宣

言し、採決することができる。 

２ 議長は、一括して審議した議題については、一括して採決することができる。ただし、理事
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または監事を選任する議案を決議するに際しては、各候補者ごとに採決を行わなければならな

い。理事または監事の候補者の合計数が定款第２５条第１項に定める定数を上回る場合には、過

半数の賛成を得た候補者の中から得票数の多い順に定数の枠に達するまでの者を選任することと

する。 

３ 議長は、採決について、賛否を確認できるいかなる方法にもよることもできる。 

 

（採決結果の宣言） 

第１１条 議長は、採決が終了した場合には、その結果並びにその議題に必要な賛成数を充足し

ているか否かを宣言する。 

 

（議事録） 

第１２条 社員総会の議事は、書面または電磁的記録をもって議事録を作成しなければならな

い。 

２ 議事録には、別表に掲げる事項を記載又は記録しなければならず、また議長及び議事録署名

人はこれに記名押印しなければならない。 

 

（事務局） 

第１３条 社員総会の事務局には、コンソーシアム事務局がこれにあたる。 

 

（規程の改廃） 

第１４条 本規程の改廃は、理事会の決議による。 

 

（雑則） 

第１５条 本規程に定めるもののほか、必要な事項は、理事会において別に定める。 

 

 

附則 

この規程は、２０１８年４月４日から施行する。 

この規程は、２０２３年４月２７日から施行する。  
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別 表 

 

社員総会議事録記載事項 

 

１ 開催された日時及び場所 

２ 議事の経過の要領及びその結果 

３ 次の意見または発言があるときは、その意見または発言の内容の概要 

ア 監事が監事の選任もしくは解任又は辞任について意見を述べたとき 

イ 監事を辞任した者が、辞任後最初に招集された社員総会に出席して辞任した旨及びその理

由をのべたとき 

ウ 監事が、理事が社員総会に提出しようとする議案、書類等について調査の結果、法令もし

くは定款に違反し又は著しく不当な事項があると認めて、社員総会に報告したとき 

４ 社員総会に出席した理事及び監事の氏名 

５ 議長の氏名 

６ 出席した理事の中から議長が指名する者（議事録署名人）の氏名 

７ 議事録の作成にかかる職務を行った者の氏名 

 


